
 
平成２６年３月１０日 

湯沢河川国道事務所 

 

 

約７割のドライバーが交通安全対策の効果を実感 

～国道１３号、交通安全対策の効果検証実施～ 
 

 

国土交通省湯沢河川国道事務所では、安全安心な道路環境を実現するために「事

故ゼロプラン」（事故危険区間重点解消作戦）に取り組んでおります。この取り組み

では、事故データや皆さんの意見を基に「事故危険区間」を選定し、重点的に対策

を進めています。 

この度、平成 24 年度に実施した交通安全対策の効果検証を行いましたので、検証

結果をお知らせします。 

 

■交通安全対策の効果検証箇所 

 平成 24 年度に交通安全対策を実施した箇所のうち、代表的な以下の交差点を対象に対策の効

果を検証しました。 

１． 交差点改良（右折レーン設置等）実施箇所 

・国道 13 号 大仙
だいせん

市
し

協和
きょうわ

峰
みね

吉川
よしかわ

地内（峰
みね

吉川
よしかわ

交差点） 

２． 注意喚起・速度抑制対策実施箇所 

・国道 13 号 湯沢市
ゆ ざ わ し

千石
せんごく

町
ちょう

一丁目（千石
せんごく

町
ちょう

交差点） 

・国道 13 号 横手市
よ こ て し

婦
ふ

気
け

大 堤
おおづつみ

字中田
な か た

（中田
な か た

交差点） 

・国道 13 号 美郷町
みさとちょう

六郷
ろくごう

字小婦気
こ ぶ き

（市道古四
こ し

王
おう

際
ぎわ

飯
いい

詰
づめ

線交差点） 

・国道 13 号 大仙
だいせん

市
し

刈和野
か り わ の

字北ノ沢
きたのさわ

嶋山
しまやま

（西仙北
にしせんぼく

高校入口交差点） 

 

■対策効果の概要 

１． 交差点改良（右折レーン設置等）実施箇所（峰吉川交差点） 

○ 交通安全対策による効果について沿線の地域住民へヒアリング調査を行った結果、対策の

実施によって安全性の向上を実感していることを確認できました。 

 

２． 注意喚起・速度抑制対策実施箇所 

○ 対策後に事故が減少しました。 

○ 規制速度を超過している危険な車両が減少しました。 

○ 道路利用者が対策の効果を実感していることを確認できました。 
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湯沢河川国道事務所管内における交通安全対策（平成24年度実施）の効果検証結果

●国道13号大仙市協和峰吉川地内の峰吉川交差点において、カーブ区間かつ右折レーン未設置のため正面衝突や右折待ち車両への
追突事故が発生しており、地域の皆さんからも安全性向上に関する要望をいただいておりました。

●右折レーンの設置、交差点改良、視線誘導標の整備により事故の低減を図りました。（平成２４年１２月完成）

○交通安全対策の実施内容①

1

１．交差点改良（右折レーン設置等）

交差点改良

（交差部の集約化・直交化）
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右折レーン設置
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至 秋田
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右折レーンの
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写真B
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右折レーン

右折車滞留時の

すり抜けが容易に!!

N

S
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①峰吉川交差点

至 福島

至 秋田

＜効果検証箇所＞

H17～H20の４年間で３件の事故が発生

うち２件は死亡事故

↓
H25.1～H26.2まで事故は発生していない

＜対策の内容＞



2

2

交通安全対策による効果について沿線の地域住民へヒアリング調
査を行った結果、対策の実施によって安全性の向上を実感してい
ることを確認できました。

○交通安全対策の効果検証結果○交通安全対策の実施内容②

＜対策前後での交差点の走行状況の変化＞

対策前

起点側

至 福島

終点側

至 秋田

鋭角交差点のため

高い速度で走行市道での錯綜

が発生

至 峰吉川駅

国道13号

ゼブラ帯

対策後

起点側

至 福島

終点側

至 秋田

ゼブラ帯
の設置

ゼブラ帯
の削除

ゼブラ帯の

形状変更

右折レーン
の設置

● 鋭角交差点→T型交差点に交差点改良を実施しました。

市道での錯綜
を解消!!

交差点の直交
化により走行
速度を抑制!!

至 峰吉川駅

国道13号

・整備前はカーブ区間の見通しが悪く、右折待ちの車両に後続直進

車が追突する重大事故が発生していたが、整備後は右折レーン設

置により見通しも良くなり事故の危険性が減少した。

・整備前は右折待ちの車両が反対車線にはみ出す場合があり、正面

衝突の危険性があったが、整備後は正面衝突の危険性が減少した。

(半仙自治会会長)

○交差点改良によって安全性が向上

・整備前は鋭角交差点のため、市道から国道へ合流しにくかったが、

交差点改良により見通しが良くなり合流しやすくなった。

・整備後は国道から市道へ左折する際、速度を落とさなければ左折

できないよう改良されたことで安全性が増した。

・交差点改良により、市道から国道へ合流する際、勾配が緩やかに

なったことでスリップ、スタックの危険性が減少した。

(半仙自治会会長)

○右折レーン設置によって追突事故、正面衝突の危険性が低減

沿線の地域住民の声

▲沿線の地域住民に対するヒアリング調査結果（平成25年12月実施）

湯沢河川国道事務所管内における交通安全対策（平成24年度実施）の効果検証結果

・交差点での右折車に後続の直進車が追突する事故が発生
・反対車線にはみ出しての正面衝突事故が発生

右折車と直進車の分離により
事故の危険性が減少!!



●湯沢河川国道事務所では、多発する追突事故に対する道路利用者への注意喚起・速度抑制対策として、「交差点流入部のカラー舗
装」「減速路面標示（ドットライン）」「注意喚起路面標示（追突注意）」を行っています。

●平成２４年度に対策を実施（平成２５年３月完成）した箇所のうち、代表的な以下の４交差点を対象に対策の効果を検証しました。

○交通安全対策の実施内容

①国道13号

湯沢市千石町一丁目

（千石町交差点）

④国道13号 大仙市刈和野字北ノ沢嶋山（西仙北高校入口交差点）

3

ドットライン

カラー舗装

至 秋田

至 秋田

至 福島

カラー舗装

注意喚起路面標示

ドットライン カラー舗装

注意喚起路面標示

ドットライン
ドットライン

N

S

EW

＜効果検証箇所＞

③国道13号 美郷町六郷字小婦気（市道古四王際飯詰線交差点）

②国道13号
横手市婦気大堤字中田

（中田交差点）

至 福島

カラー舗装注意喚起路面標示

注意喚起路面標示

至 福島
至 福島

至 福島
至 福島

①千石町交差点 至 福島

至 秋田

②中田交差点

③市道古四王際
飯詰線交差点

④西仙北高校

入口交差点

２．注意喚起・速度抑制対策

湯沢河川国道事務所管内における交通安全対策（平成24年度実施）の効果検証結果
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●効果検証対象箇所について、対策前後の「事故件数」や「走行車両の挙動」、アンケート調査による「道路利用者の実感」に着目し、
効果検証を実施しました。

●検証の結果、各箇所ともに対策後に事故の減少が確認されました。
●事故につながる危険な車の挙動が減少するとともに、道路利用者も対策の効果を実感しています。

○交通安全対策の効果検証結果

▲道路利用者へのアンケート調査結果（平成26年1月実施）

「道路利用者の実感」による効果評価（アンケート調査結果）

「走行車両の挙動」による効果評価（千石町交差点）

【千石町交差点における交差点進入時の速度の変化】

▲千石町交差点における交差点進入時の速度の変化

●対策後は、事故につながるような規制速度を上回る速度超過車両が減少しました。

（対策前から16%減）

「事故件数」による効果評価

●対策後、各箇所ともに事故件数（年平均）が減少しました。

約９割の方が
「減速行動を
とった」「注
意意識が増し
た」と回答。

●各箇所ともに、約6～7割の方が対策に対して満足していると回答しています。

●安全意識の変化は、どの対策においても約9割の方に効果が見られました。

●有効性については、特にカラー舗装の対策が最も高い効果となりました。

カラー舗装を有効
と答えた方の比率
が最も多い。

対象交差点で実施された交通安全対策の満足度は。。。

交通安全対策による安全意識の変化は。。。

交通安全対策の有効性は。。。

▲対策前後の事故類型別事故発生件数

各箇所ともに、
約６～７割の
方が満足して
いると回答。
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：追突事故

凡例

大変満足

12.0

12.8

11.4

13.0

やや満足

60.7

51.3

53.0

49.1

どちらとも言えない

19.7

25.0

26.2

27.3

やや不満

6.8

10.3

9.4

10.6

非常に不満

0.9

0.6

①千石町交差点

②中田交差点

③市道古四王際飯詰線交差点

④西仙北高校入口交差点

湯沢河川国道事務所管内における交通安全対策（平成24年度実施）の効果検証結果
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